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５月26 日（日）第３会場

茶 事 の ため の 空 間 の 分 析

一文 献 を 主 にし て 茶 室 と 水 屋

東 京 家 政 学 院 大 家 政

茶 事 と は 客 に 抹 茶 を

も｡正 式 な 接 客 方 法 で

あ る。 茶 事 と な る と

○　　小

午前9:30～11:30

そ の １

台 所 の 広 さ の 分 析

宮 山　　 優　 香 中　　原 暢　 子

目 的　 茶 事 と は 客 に 抹 茶 を 飲 ま せ る だ け で は な く、 炭 点 前、 懐石 料 理、 濃 茶’、 薄 茶 ま で

す る 最も｡正 式 な 接 客 方 法 で あ る。 茶 の 点 前 は。 茶 室 で 行 う が。 こ れ の 準 備 の た め に 水 屋

必 要 であ る。 茶 事 と な る と こ の 上 に 料 理 を 作 る 台 所も 必 要 に なる。 客 は 露 地 か ら 茶 室 に

る から。 水 屋 や 台 所 は 見 え な い。 し かし 実 際 には 水 屋 や 台 所 など 裏 側 の 方 が 広さ や 使 い

手 が 重 要 であ る。 そ し て こ の 裏 側 如 何 によ っ て使 い や す い 茶 室 か ど う か が,   決 っ てし ま

、 そ こ で 使 い や す い 茶 室 と は ど の よ う な 裏 側 を も っ て い る か。 年 代 や 設 計 者 等 に よ り ど

位 違 う の か を 文 献 から 調 査し た。

方 法　 主 に 茶 事 の で き る 茶 室 を、 重 要 文 化 財 等、 一 般 住宅、 公 共 建 築 と 分 類 し て6   1 件

選 び、 主 に 平 面 図 か ら 茶 室と 裏 側（ 水 屋・ 台 所 等 ） の 割 合 を 分 析 し、 比≪Sf. 考 察 し た。

結 果　 年 代 の 古 い 重 要 文 化 財 等の 方 が。 裏 側 が 広 く と っ て あ り。 一 般 住 宅 や 公共 建 築 で

や や 狭 く なっ て い る。 と くに 一 般 住 宅 や 公 共 施 設 で は 裏 側 が 非 常 に 狭 く、 茶 事 は で き な

と 思 わ れ る 茶 室 も い く つ かあ っ た。 ま た 重 要 文化 財 等 で は 茶 室 主 体 の 建 物 が 多 か っ た の

比 べ、 一 般 住 宅 や 公共 施 設 で は 茶 室 主 体 の も の は ほ と ん ど な く、 他 の 用 途 と 兼 用 に 使 わ

る スペ ー ス が 多 い こ と も 解っ た。 次i: 茶 室 と 裏 側 の 広さ の 割 合 を 見る と、 重 要 文 化 財 等

は。 裏 側 の 面 積 は 茶 室 の5   0  % 程 度 と な っ て い る。 最 近 の も の は 設 計 者 に よ っ て か な り

な り、 使 い や す い 茶 室 と な る か ど う か は。 裏 側 を 設 計 者 が ど う 把 握 し て い る か に か かっ

い ると 言 え そ う で あ る。 結 諭 と し て は、 裏 側 を 茶 室 の4   0 %  程 度 の 広さ を も たせ て 設 計

る の が 妥 当 で あ り。 使 い や す く な る と 考 え る。

E 14 茶 事 の た め の空 間 の 分 析　　　　 そ の ２

一茶 事 の 実 験 を 通 し て 接 客 形 態 と 方 法 を 考察 す る ー

東 京 家 政 学 院大 家 政　　 ○　 申　 原　　 暢　 子　　　　 小 宮 山　　 優　 香

◆ 目 的　 前 項 の 文 献 を 主 にし た 分 析 の 結 果 を ふ まえ で そ の2  " で は 茶 道 の な か でも 最 も

正式 な 客 の も て なし 方 で あ る” 茶事 ”（ 懐石 料m  ・ 濃 茶・ 薄 茶 ま で を 含 む ） を 実 際 に 行 い

こ れ を通 し て より 人 間 関 係 を 尊 重 し た接 客 形 態 を 分 析し、 さ ら に 現 代 住 居 の 接 客 方 法 と 空

間 につ い て 考 察 す る．

◆ 方 法　 中 原 自宅 の 茶 室,     8 帖 の 広 間、 水 屋、 台 所、 露 地 等を 使っ て． 風 炉 正 午 の 茶 事 （

表 千 家 ） を 行っ た． 東 （ 亭 主 ）、 半 東 と 客4  名, 台 所方 ２ 名． 水 屋 の 準 備、 庭 の 掃 除 か ら

始 め て． 客 到 着． 席 入!3 、 風炉 釜の あ ら た め、 懐 石、 中 立 ち． 炭 点 前、 濃 茶． 薄 茶 の点 前

客 送丿 出 し まで を。 時 間 を 軸≪:. 平 面 の 移 動 を 主 と し て、 ビ デ オ1  台 と カ メ ラ を 用 い、

密 に 記 録 を 取 り な が ら 実 験し た。 なお 動 作と 時 間 の 無 駄 を は ぶ く ため に、 東 と 料 理 方 は

綿

専

門 家 に 依 頼し た。　 現 代 の 一 般 住 宅 の 接 客 方 法 の 考 察 につ い て は、 中 原 が 設 計 し て、 家 族

生 活。 住 ま い方 も は っ き り 解る 住宅 に つ い て 考 察し た。

◆ 結 果　 茶 道 の 作法 に そ っ た 接 客 形 態 は。 普 通 の生 活で は 到 底考 え ら れ な い 程 の 時 間 と 細

か い 気 く ばり を 必要 と し た。　" 現 代 ば な れ ” し てい るの で は。 と 思 う 反 面、 色 々 言 は れ な

が ら も４ ０ ０ 年 も の 長 い 聞、 作 法と し て受 け 継 が れ てき た の は、 人 を も て な す 場 合こ れ だ

け の 緊 張 感 が、 よ り 密 度 の 高 い 人 間 関 係 を 生 み出 し 保 ち 得 る こ と。 さ ら に そ れ が気 持 ち ょ

い と 感じ る 人 が 多 い。 と 言 うこ と を 体得 し た。 そし て 一 般 住 宅 に 於 け る 接 客 形 鯉は 実 例 を

O  H  P で 示 す が、 今 後 も う 少し 丁 寧 な捜 客 方 法 に つ い て も 検 討 し たい。


